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研究成果の概要： 

 

情動認知に関しては，文化差（同時に母語の言語系統の差）が関係し,また，情動・感情ごと

に差異があるということも判明した。情動の認知結果と物理音響特性（距離）の相関に関して

は，基本周波数よりも音圧の方がより相関が高いことも分かった。顔合成と音声との同期は極

めて難しい課題であることがわかった。時間変化と音声の変化および顔の変化をすべて統合し

て合成することは現在の技術では不可能に近いことが判明した。 
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1．研究開始当初の背景 
 

人間のコミュニケーションにおいて情動

や感情は不可欠の要素である。情動や感情に

関する研究は主に心理学分野を中心として

いて，また母語話者が主たる対象となってい

る。音声工学の分野では感情音声の音響特徴

量等を統計処理することが多く，それも母語

話者が対象になることが多い。加えて生理音

声学では情動や感情の喉頭制御を観察する

傾向がある。教育分野では様々な教材が使用

されるが，ほとんど例外なく，情動や感情を

伴った対話などを聴きまた発話の練習等を



する。しかし，世界中に英語学習者が大量に

存在する一方，英語学習者が英語母語話者の

発話だけでなく教材を見て聴いて，英語情動

をどのように認知し学習しているかに焦点

を置いた研究がなかった。音声学の世界にお

いても，言語や意味的機能の観点からプロソ

ディーやイントネーションのモデルが扱わ

れてきたが，情動や感情に的を絞ってイント

ネーションのモデルが十分に研究されてき

たとは言い難い。 

そこで，本研究では，英語学習者が情動を

どのように認知しているかを探ることにし

た。日本語母語話者の英語学習者（以下 JL2

と称する）の英語情動認知だけでは，それが

普遍的な英語学習者の認知なのか，日本文化

に基づいた言語固有の認知なのか検証がで

きない。そのため，JL2 以外の英語学習者も

認知実験の対象とした。また，英語学習者に

よる英語情動の認知と音響特徴量（基本周波

数および音圧）の関係も明らかではなかった。

一つの理由は，音響特徴量の計測が過去 30

年近く基本周波数のみを扱う傾向があった

ことも否めない。したがって，英語情動の認

知と音響特徴量の相関を見るために，基本周

波数に加え，音圧も同様に取り扱う必要があ

った。情動認知は文化差に優位がないという

先行研究がいまだ主流である中で，その真偽

を確認するため，異なった文化圏・異なった

言語系統に属する英語学習者にとっての英

語情動認知についても比較検証をする必要

があった。さらに，声のみ聞いた場合と，顔

の表情を伴った声，というふうに実験試料を

分離して，表情の役割を明らかにする必要も

あった。 

 
2．研究の目的 
 

まず，英語情動・感情を日本人英語学習者

がどのように認知するかを体系的に明らか

にする必要があった。そして，英語情動に関

する英語学習者による認知実験と音響特徴

量の良好な相関を元に，英語情動の声と声付

き表情の原型モデルを作ることと，さらに進

んで音声合成・顔合成モデルを作ることによ

って，最終的に英語情動学習支援システムを

推進するための基礎研究とすることが本研

究の目的であった。 

 
3．研究の方法 
 
英語学習者の英語情動認知の体系化のた

め，英語情動認知実験において，聴覚（音声）

のみと視覚・聴覚（音声付表情映像）を提示

し，比較検証をした。演劇専攻の学生をイン

フォーマントとして録音録画を行い，英語情

動 18 種のデータベースを作った。音声およ

び顔のすべての録音録画を分割し，非母語話

者を対象とした認知実験の前にインフォー

マントである英語母語話者の認知実験をお

こなった。また，非母語話者に中国語話者（大

学生）を選定し，認知実験を行った。結果を

統計処理し,各情動の認知結果と物理音響特

性の比較検証を行った。基本周波数および音

圧の情動間の距離比較のため，実数値による

面積および傾き（曲線パターン）を計算した。

さらに，情動ごとの認知テスト結果と音響特

性の相関を統計的に処理した。 

 
4．研究成果 
 

本研究では，背景として，英語学習者が英

語情動をどのように認知し学習しているか

に焦点を置いた研究がなかったことから，

(1)英語学習者による英語情動の認知を体系

化すること，情動は文化差よりも普遍的であ

るという研究に対して，（2）英語情動認知に

おける英語学習者の視点から文化差の有無

を確認すること，情動認知と音響特徴量との

相関において基本周波数にのみ焦点が置か



れる傾向があったので，（3）英語学習者の英

語情動認知と音響特徴量との相関において

音圧との相関も見ることにした。最終的に，

英語情動に関する英語学習者による認知実

験と音響特徴量の良好な相関を元に，英語情

動の音声と表情を伴う音声（以下，表情）の

原型モデルを作ることと，さらに進んで音声

合成・顔合成モデルを作ることによって，最

終的に英語情動学習支援システムを推進す

るための基礎研究とすることが本研究の目

的であった。 

方法として，複数の演劇専攻の英語母語話

者（インフォーマント）に様々な情動をキー

ワードとして発話してもらい，音声と表情を

同時録画し，音声と表情の 2種のデータベー

スを作った。それを，インフォーマント及び

英語学習者（2 グループ）に提示し，認知実

験を行った。認知結果を情動間で比較し，ま

た，音響特徴量（基本周波数と音圧）に基づ

き物理的距離を計算した。さらに，基本周波

数と音圧それぞれに情動の認知との相関を

見た。 

結果，（1）情動認知に関しては，文化差（同

時に母語の言語系統の差）がある程度関係し

ていることが明らかになった。その差は情

動・感情ごとに差異があることも分かった。

このことは研究代表者等の先行研究に照ら

しても，矛盾がないことが分かった。たとえ

ば，英語話者やフィンランド語話者は皮肉等

の否定的感情や情動に対して正解率が高い

が，日本語話者はそれらより正解率が低い傾

向がある。中国語話者の場合には英語話者や

フィンランド語話者により近いことが分か

った。また，声だけを聞いた認知結果と表情

の認知結果を比較すると，英語話者，フィン

ランド語話者，中国語話者の場合には，表情

の方が相当正解率が高いものの，日本語話者

はむしろ音声だけと表情の間には大きな差

が出ない。さらに，情動ごとの回答のばらつ

きを見てみると，言語話者ごとに異なった反

応が見られた。このばらつきには一定のパタ

ーンがあることも判明した。このような結果

とこれまでの情動研究を比較すると，情動認

知はどの言語話者にも普遍的とは言えず，文

化差（母語話者の言語系統の差）が存在する

ことが実証された。その一方，主張をする文

化とそうでない文化によっても情動認知が

影響されるらしいことが予測された。このこ

とから，同じ英語という言語学習において，

情動・感情学習に関しては，学習者の母語や

属する文化背景を考慮する必要性があるこ

とが示唆できる。これらをさらに実証するた

めに，世界の他の地域の英語学習者に対して

も同様の実験を行う必要があると思われる。

本研究が目的とした英語情動認知体系化に

関しても，各種認知実験を大量に必要があり

そうである。 

（2）認知結果と物理音響特性の相関に関

しては，基本周波数よりも音圧の方がより相

関が高いことが明らかになった。中国語話者

の認知結果と物理音響特性の相関に関して

は，基本周波数よりも音圧の方がより相関が

高いことが明らかになった。先行研究（英語

話者・日本語話者・フィンランド語話者）と

類似した結果がでた。このことは，情動や感

情のイントネーションパターンやイントネ

ーションモデルにおいても，過去あまり注視

されなかった音圧を研究対象とするべきこ

とがさらに強く示唆できる。 

（3）本研究の中で，フォーカスを持った

情動とイントネーションの基本周波数およ

び音圧の平均パターンモデルを表示するこ

とができた。ただし，情動の入った文は感情

によって基本周波数および音圧のパターン

についてインフォーマント間の差が出る場

合があることが分かった。平均パターンモデ



ルを表示する場合にはこの点に関しての注

意が必要であることが判明した。 

（4）顔合成と音声との同期は極めて難し

い課題であることがわかった。時間変化と音

声の変化および顔の変化をすべて統合して

合成することは現在の技術では不可能に近

いことが判明した。このことから，英語学習

支援の方法として，画像処理や音声認識を取

り込んだ方法を試した。一つは，3 次元コン

ピュータグラフィックス技術を用いて顔の

モデルを作成し，音素と同期させ構音（調音）

運動を学習するシステム研究を開始した。こ

れは子音学習を目的とする。もう一つの学習

支援の方法として 3次元可視化システムを導

入し母音音素を学習するシステムを考案し

た。3 次元母音図を表示し，これに音声認識

を統合し同時音声同期ができるシステム設

計をすることができた。  
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